
市会が決算に
付けた意見［要旨］

［病院事業］
ヒヤリ・ハッとの事例が12年度215件
報告されているが、報告に上がってこな
い事例も考えられる。医療事故防止委員
会の実効性を高めヒヤリ・ハッとの分析
研究に努め、医療事故防止に役立てるこ
と。 〈賛成多数〉

［水道事業］
12年度浄水施設等整備事業は、予算

額28億円に対して執行率14.3％に止ま
り４億160万円となり、繰越額は85.7％
で23億9840万円となっている。事業の
進行管理を十分行い着実な執行率の向上
に努めること。 〈賛成多数〉

［バス事業］
1 12年度より実施された交通事業経営
健全化プログラム21を着実に実施し、
人件費及び経費の節減等、事業運営の
効率化に一層努力すること。とりわけ
業務委託の内容についても的確な見直
しを行い、実のある事業効率化になる
よう取り組むこと。 〈賛成多数〉

2 明年の、自動車運送業における規制
緩和を目前に控え、他事業者の連携や
全庁的取組のもと、市民ニーズの多様
化に対応した旅客確保の具体策を早急
に進めること。 〈賛成多数〉

［バス事業及び地下鉄事業］
1 市長は、市の交通事業は「民間企業
であれば破たんを来している」と表明
した。
14年２月の規制緩和を控え、市の

交通事業が大きな転換点にあることを
強く認識し、市民の立場に立脚し、企
業経営に一層努力すること。

〈賛成多数〉

2 マイカルの関連会社が運営している
キタオオジタウンが市の北部の町の拠
点としての役割を今後も十分に果たせ
るよう、北大路都市開発（株）と誠意を
もって協議を続けること。

〈全会一致〉

７
月
29
日
に
行

わ
れ
た
上
京
区

の
補
欠
選
挙
で
、

小こ

島じ
ま

健
市

け
ん
い
ち

氏
が

当
選
し
ま
し
た
。

小
島
議
員
は
、
９
月
７
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
財
政
総
務
委
員
及
び
観
光

振
興
等
特
別
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
所
属
会
派
は
京
都
21
市
会
議

員
ク
ラ
ブ
で
す
。
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会　派　名 議員数 電話番号
自 由 民 主 党
京都市会議員団 23人 222─3718

日 本 共 産 党
京都市会議員団 20人 222─3728

民主・都みらい
京都市会議員団 13人 222─3724

公 明 党
京都市会議員団 12人 222─3732

京 都 21
市会議員クラブ ２人 222─3739

総
務
大
臣
感
謝
状
の
贈
呈

津
田
幹
雄
議
員
（
自
民
・
中
京
）
は
、

市
議
会
議
員
と
し
て
35
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
、
10
月
22
日
に
、
総

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に見舞

金
を
贈
り
ま
し
た

米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

に
対
し
、
京
都
市
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
に
、
市
会
議
員
全
員
に
よ
る
見

舞
金
を
贈
る
こ
と
を
決
め
、
９
月
26
日

に
、
市
会
議
長
か
ら
駐
大
阪
・
神
戸
ア

メ
リ
カ
総
領
事
館
に
、
100
万
円
の
見
舞

金
を
届
け
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
は
９
月
27
日
か
ら
10
月
１
日
、
４

日
に
開
き
、
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
の
審
査
、

所
管
局
の
事
務
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
付

託
議
案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
は
、
10

月
５
日
の
本
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら
報

告
を
行
い
、
す
べ
て
委
員
長
報
告
の
と
お
り
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
建
設
消
防
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

自
動
車
放
置
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
付
帯

決
議
を
付
け
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査

自動車放置防止条例は、民有地も含め
た幅広い適用範囲や廃自動車認定基準を
適用した迅速な処理など、先進的な内容
であることは評価する。
しかし、自動車所有者や製造者等の事

業者に対する啓発指導の強化や放置自動
車の撤去に係る収集・運搬・処分システ
ムの円滑な運用が求められる。
これらの課題を踏まえ全力で取り組む

こと。また、自動車リサイクル法の早期
の制定を国に強く求めていくこと。

＜全会一致＞

市会が自動車放置防止条例
に付けた付帯決議［要旨］

病

院

事

業

問

市
立
病
院
の
将
来
構
想

答

市
立
病
院
は
、
良
質
で
満
足
度
の
高
い
医
療
の
提
供
が
求

め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
、
新
た
に
総
合
的
な
施
設
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
公
的
病
院
と
し
て
の
役
割
と
病
院
事
業
と
し
て
の
健
全

経
営
を
考
慮
し
な
が
ら
、
将
来
構
想
の
策
定
に
向
け
た
基
礎

調
査
を
行
っ
て
い
く
。

◆
そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問
◆

○
更
な
る
医
師
の
資
質
の
向
上

○
患
者
に
分
か
り
や
す
い
医
療
相
談
体
制
の
充
実

水

道

事

業

問

鉛
管
の
布
設
替
え
の
促
進
と
、
鉛
管
が
残
っ
て
い
る
家
庭

に
対
す
る
連
絡
の
必
要
性

答

ま
だ
19
万
４
千
７
百
件
の
鉛
管
が
残
存
し
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
へ
の
取
替
え
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
宅
地
内
の
給
水
管
に
つ
い
て
、
鉛
管
の
使
わ
れ
て
い

る
家
庭
に
は
個
別
に
連
絡
し
て
、
取
替
え
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

◆
そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問
◆

○
水
道
水
が
安
全
で
お
い
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
分
か
り
や

す
い
広
報
の
積
極
的
な
実
施

○
地
域
水
道
事
業
へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り

下

水

道

事

業

問

透
水
性
の
あ
る
道
路
舗
装
の
拡
大
な
ど
建
設
局
と
の
連
携

強
化

答

雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
雨
水
の
貯
留
、
浸
透
に
よ
る
流

出
抑
制
も
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
建
設
局
と
共
同

で
各
局
の
施
設
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
既
に
、
深
草

総
合
庁
舎
な
ど
の
公
共
建
築
物
で
は
、
雨
水
の
貯
留
や
活
用

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
市
全
体
の
取
組
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

古紙配合率100％再生紙・大豆油インクを 
使用しています 

フ レ ッ シ ュ
京都市会議員団 ２人 222─4085

病院、水道、下水道、バス、地下鉄
の各事業の12年度決算を審査する
公営企業決算特別委員会は、9月
13日から審査に入り、14日から局
別の質疑、21、25日に決算書類の
調査、26日に市長・副市長に対する
総括質疑を行い、10月4日に賛否
取りまとめの委員会を開きました。
そして、5日の本会議で、委員長から
審査の経過と結果を報告しました。
その主なものを掲載します。

点
字
に
よ
る
請
願
・
陳
情
の
受
付
を
始
め
ま
し
た

11
月
１
日
か
ら
、
点
字
に
よ
る
請
願
・
陳
情
の
受
付

を
始
め
ま
し
た
。
点
字
版
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

詳
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深草総合庁舎と雨水ろ過装置室

◆
そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問
◆

○
未
水
洗
化
世
帯
の
水
洗
化
に
向
け
た
取
組
強
化

○
河
川
の
悪
臭
に
対
す
る
迅
速
な
対
応

上
下
水
道
事
業
全
般

○
効
率
化
推
進
計
画
の
着
実
な
実
行

○
多
額
の
資
本
投
下
を
考
慮
し
た
効
率
的
な
事
業
の
推
進

○
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
上
下
水
道
料
金
の
減
免

自
動
車
運
送（
バ
ス
）事
業

○
規
制
緩
和
対
策
の
強
化

○
エ
ム
ケ
イ
の
バ
ス
事
業
参
入
構
想
へ
の
対
応

○
梅
津
営
業
所
へ
の
五
条
営
業
所
の
移
転
計
画
の
早
期
実
施

○
定
期
観
光
バ
ス
事
業
の
活
性
化

高
速
鉄
道（
地
下
鉄
）事
業

○
累
積
欠
損
金
及
び
不
良
債
務
の
今
後
の
見
通
し

○
地
下
鉄
の
旅
客
増
対
策
の
強
化

○
東
西
線
西
伸
に
当
た
っ
て
の
コ
ス
ト
縮
減
策
の
検
討

○
工
事
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
の
取
組

交

通

事

業

全

般

問

キ
タ
オ
オ
ジ
タ
ウ
ン
や
北
大
路
ビ
ブ
レ
の
今
後
の
事
業
継

続
の
見
通
し

答

北
大
路
都
市
開
発
株
式
会
社
は
、
マ
イ
カ
ル
の
民
事
再
生

手
続
開
始
に
伴
い
、
資
金
繰
り
が
圧
迫
さ
れ
法
的
手
段
を
採

る
に
至
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
キ
タ
オ
オ
ジ
タ
ウ
ン
の
管
理

運
営
は
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
と
の
確
認
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
局
か
ら
北
大
路
都
市
開
発
に
対
し
て
、
北
大

路
ビ
ブ
レ
の
営
業
継
続
に
向
け
て
の
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
今
後
は
、
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
の
関
係

部
局
と
連
携
し
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
ほ
か
の
主
な
意
見
・
質
問
◆

○
観
光
客
５
千
万
人
構
想
と
連
動
し
た
旅
客
増
対
策

○
市
交
通
事
業
の
財
政
的
破
た
ん
の
認
識
及
び
今
後
の
経
営

の
在
り
方

公

営

企

業

全

般

○
公
営
企
業
経
営
に
当
た
っ
て
の
積
極
的
姿
勢
の
必
要
性

○
公
営
企
業
の
現
状
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の
周
知


